







その他のタイトル A Contrastive-Linguistic Analysis of Tense
Phenomena in Japanese and English : A Case









　（1） a.  Mary was in Mont-Saint-Michel last week.
 b.  Tom is in Paris now.
　（2） a.  陽子は先週モン・サン・ミッシェルにいた。







　（3） a.  Bruce left before Mary arrived.
 b.  Nancy will leave after John comes back.
　（4） a.  良子は，裕子が着く前に出発した。













　（5） a.  良子は，裕子が着く 2 時間前に出発した。












　（6） a.  直見は昨日すでに出発した。
















うことのできる時制理論として，和田の一連の時制研究（Wada 2001, 2009, 



























































































する部門を 2 種類に分けている点を見てみよう。この 2 つの時制部門のうち，
日英語時制現象の対照言語学的分析
－条件節を事例研究として－ 
1 つは「絶対時制部門（Absolute Tense Component）」で，もう 1 つは「相対
時制部門（Relative Tense Component）」である。これらは，それぞれ（8a, b）
のように定義される。
　（8） a.   絶対時制部門：動詞（述語）に付随する人称・数・法と一体化した
時制形態素が関与する時制構造の一部門







門である。5 以下，絶対時制部門に関わる時制形態素を A- 形態素，相対時制
部門に関わる時制形態素を R- 形態素として言及することとする。
　（9） a.  A- 形態素（絶対時制形態素）：絶対時制部門に関わる時制形態素






　（10） a.  plays / played
  b.  burning / burnt
　（11） a.  [R play ] + [A -s ] / [R play ] + [A -ed ]
  b.  [R burn + -ing ] + [A    ] / [R burn + -en ] + [A    ]
A 付き括弧は絶対時制部門，R 付き括弧は相対時制部門を表す。（8）の定義か
ら，現在時制屈折辞 -s と過去時制屈折辞 -ed は A- 形態素，現在分詞マーカー
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-ingと過去分詞マーカー -enはR-形態素となる。本枠組みでは，非定形マーカー















　（13） a.  出かける（dekake-ru） / 出かけた（dekake-ta）
  b.  遊んで（ason-de），疲れた。/ 遊び（asob-i）ながら，帰った。7
　（14） a.  [R dekake + -ru ] + [A    ] / [R dekake + -ta ] + [A    ]


















図 ：（i）現在形（絶対時制形式）  　（ii）過去形（絶対時制形式）
図中の A は絶対時制部門を，R は相対時制部門を表し，それぞれのライン上
に図示されたものが，それぞれの時制部門に関与する時制情報を表す。VSPK
は「話者の時制視点（Speaker’s Temporal Viewpoint）」を，E は「出来事時







義される。9 時間区域は A- 形態素によって表される時制構造情報であり，現
















　出来事時と基準時との内在的時間関係は，論理的に，図 3 に示す 3 通りが
可能である。




　英語の場合，非定形マーカーが R- 形態素であったが，英語の 5 種類の非定
形マーカーとそれぞれが表す内在的時間関係（時制構造）は，以下のようにま
とめられる。10
　（15） a. 原形不定詞マーカー ø：無指定
 b. 現在分詞マーカー -ing：同時関係
 c. 過去分詞マーカー -en：先行関係
 d. to- 不定詞マーカー to-：後続関係
 e. 動名詞マーカー -ing：無指定
例えば，分かりやすい例として，（16）の現在分詞で考えてみよう。
　（16） I fell in love with you watching ‘Casablanca’.
(ii)  E , (O
)




















　出来事時と基準時との内在的時間関係は，論理的に，図 3 に示す 3 通りが
可能である。




　英語の場合，非定形マーカーが R- 形態素であったが，英語の 5 種類の非定
形マーカーとそれぞれが表す内在的時間関係（時制構造）は，以下のようにま
とめられる。10
　（15） a. 原形不定詞マーカー ø：無指定
 b. 現在分詞マーカー -ing：同時関係
 c. 過去分詞マーカー -en：先行関係
 d. to- 不定詞マーカー to-：後続関係
 e. 動名詞マーカー -ing：無指定
例えば，分かりやすい例として，（16）の現在分詞で考えてみよう。
　（16） I fell in love with you watching ‘Casablanca’.
(ii)  E , (O
)













形の 2 種類であり，それに付随する時制形態素は R- 形態素で，-ru と -ta であっ
た。これらが表す時制構造は，それぞれ，（17a）（17b）にまとめられる。
　（17） a. 「ル」形の時制形態素 -ru：非先行関係







　（18） a. 明日雨 { が降る / である }。（未来時言及）
 b. 今雨 { が降っている / である }。（現在時言及）
 c. * 昨日雨 { が降る / である }。（過去時言及）11
　（19） a. * 明日雨 { が降った / だった }。（未来時言及）12
 b. * 今雨 { が降っていた / だった }。（現在時言及）






























































































域の 2 つ）と時間軸上の時間領域（過去時・現在時・未来時の 3 つ）の対応
関係になる理由であるが，これは，以下のパラダイムによって例証される。15
　（21） a.  John is ill now. / The train leaves at 5:30 tomorrow. / *John is ill 
yesterday.
 b.  Mary was ill yesterday. / *The train left at 5:30 tomorrow. / 






















 （23） a.  Mary was in Mont-Saint-Michel last week.












 （24） a.  陽子は先週モン・サン・ミッシェルにいた。































動詞と同様の貢献の仕方をする（cf. 中右 1994）。すなわち，1 つの独立した
出来事時を表し，A- 形態素（絶対時制形式の場合）もしくは R- 形態素（相対
時制形式の場合）を含む。
　英語の場合で考えてみよう。（25）をご覧いただきたい。
 （25） a.  Akane will play the ﬂute.








が定形であることがわかる。will や may は，形態的な過去形である would や
might をもつことから，時制形式としては現在形ということになる。したがっ
て，will や may は，2.3 節の図 2（i）のような時制構造をもつといえる。
　英語の助動詞が R- 形態素を含む例として，（26）をご覧いただきたい。
　（26） Anthony will be coming soon.
英語の法助動詞は定形しかないので，ここでは進行の助動詞 be の例を挙げて

























　（28） a. George may come tomorrow.
 b. Barbara must play the piano.





































　（32） a. Grace will write to me soon.























































　（35）（SA1 +（P1 + P2））







　（36） a. Steffie and Ella practiced karate yesterday.







　（38） a. Bruce left before Mary arrived. （=3a）
 b. Bruce left when Mary arrived.
 c. Bruce left after Mary arrived.
 d. Nancy will leave before John comes back. 
 e. Nancy will leave when John comes back.
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　（40） a. Bruce left before Mary {*would/??could/*might/*should} arrive. 
 b. Bruce left when Mary {*would/*could/*might/*should} arrive.
 c. Bruce left after Mary {*would/*could/*might/*should} arrive.
 d.  Nancy will leave before John {*will/*can/*may/*must} come 
back. 
 e.  Nancy will leave when John {*will/*can/*may/*must} come 
back.
 f. Nancy will leave after John {*will/*can/*may/*must} come back. 
　（41） a.  良子は，裕子が着く {?? だろう /?? かもしれない /* にちがいない }
前に出発した。




 c.  良子は，裕子が着く {* かもしれなかった /* にちがいなかった /??
はずだった } 後で出発した。
 d.  陽子は，徹が帰宅する {?? だろう /?? かもしれない /* にちがいない }
前に出発する（だろう）。
 e.  陽子は，徹が帰宅する {?? かもしれなかった /* にちがいなかった /??
はずだった } 時に出発する（だろう）。













　（42） a. It was {before/when/after} Mary arrived that Bruce left.
 b. It is {before/when/after} John comes back that Nancy will leave.
　（43） a.  良子が出発したのは，裕子が { 着く前 / 着く時 / 着いた後 }（のこと）
だった。
 b.  陽子が出発する（だろうと思われる）のは，徹が { 帰宅する前




























来事時が arrived の表す出来事時を測る基準時であり，（38d）なら leave の表




から挙げておく。（45）は when 節の，（46）は before 節の，（47）は after 節
の例である。
　（45） a.  Bob, a keen home brewer, took over from his parents when the 
日英語時制現象の対照言語学的分析
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plant moved to the farm in 1989. （BNC）
 b.  Kenneth Clark was enthusiastic when he saw some hanging in 
Epstein’s home. （BNC）
 c. You will be alone when you arrive, almost certainly. （BNC）
（46） a. You’ll pay for this before it’s over. （BNC）
 b.  Before they came to Britain, Asian women from a peasant 
background were agricultural workers doing as much work on 
the land as men did. （BNC）
 c. Before I left, I took a look around Pat’s kitchen. （BNC）
（47） a. He even went into her cage just after she gave birth. （BNC）
 b.  After he became a Christian, Lewis did completely change his 
view not only of his own personality but of human personality 
in general. （BNC）
 c.  After you leave my island you will not find it again and this 
























　（48） a  五，六年前から，耳が遠くなっていて，鮎太は祖母と話をする時は，
いつも口を彼女の耳もとに持って行って，大きい声を出さなけれ
ばならなかった。 （井上靖『あすなろ物語』p.10）
 b.  それを縁側に置く時，彼女は意味のない笑いを鮎太の方へ見せた。
 （井上靖『あすなろ物語』pp.22-23）
 c.  あなたと会わない間，私はかえって快活に平静に，婚約している
ということの楽しさを味わいました。
 （柴田翔『されど　われらが日々―』p.178）
　（49） a.  二人が二人だけの時間に耐えられなくなって，遂に席を立って，
駅の方に歩きだした時，まだ，やっと二時間も経ってはいなかっ
た。 　（中村真一郎『回転木馬』p.160）
 b.  男が黙って立ち上がって来た時，鮎太はこの男が，時々村の禅寺
へ遊びに行く東京の大学生であることを憶い出した。
 （井上靖『あすなろ物語』pp.21-22）
 c.  僕が初めて藤木忍の家を訪れ，千枝ちゃんに紹介された時に，兄
は高等学校にはいったばかりで，妹は女学校にはいったばかり
だった。 （福永武彦『草の花』p.159）
　（50） a.  そして，その自己救済が完成した時，はじめて自分は，広く人類
のために働くことができるようになるのだ。
 （中村真一郎『回転木馬』p.161）
 b.  いつか，私が自分の生活を見出した時，それを告げ知らせたい人
は，ただあなただけなのです。
 （柴田翔『されど　われらが日々―』p.187）













 c.  「・・・北原さん。わたし，正直にいいます。いつかもいったように，
あの川原で・・・薬を飲む前までは，たしかにあなたが好きでし
たわ」 （三浦綾子『続・氷点』p.361）


























　英語の if 節は，1 つの分け方として，（54）が示すように，認識的法助
動詞などの話者態度領域要素が現れることのできないタイプ（Haegeman 
& Wekker（1984） の“central if-clauses”，Sweetser（1990） の “‘content 
domain’ conditionals”，Dancygier（1998）の “predictive conditionals” に対応）
と，（55）が示すように，認識的法助動詞などの話者態度領域要素が現れるこ
とができるタイプ（Haegeman & Wekker（1984）の “peripheral if-clauses”，
Sweetser（1990）の “‘epistemic domain’ conditionals” ならびに “‘speech-act 
domain’ conditionals”，Dancygier（1998）の “non-predictive conditionals”
に対応）の 2 種類に分けることが可能である。24
　（54） a. If it rains tomorrow, the match will be cancelled. 
 （Haegeman & Wekker 1984: 45）
 b.  If I drink too much wine, I get dizzy.
 （Haegeman & Wekker 1984: 48）
 c. If I catch the 11:30 train, I will get to the meeting on time. 
 （Dancygier 1998: 3）
 d.  However, if biographies of artists are carefully examined, it will 
be found that they do not necessarily contain much art criticism 
at all.  (BNC) 
 e.  The owners are not seeing guilty behaviour when Rover slinks 
across the ﬂoor, they are seeing the submissive behaviour Rover 
displays in anticipation of the aggression, however mild, the 
owners are about to use in attempt to reprimand him. If they 
do, the next day Rover may believe the owners will come home 
and become aggressive without any reason. (BNC) 
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 f.  What happens if I have difficulty in continuing to make 
payments? If this unlikely situation arises, you should discuss 
the problem with us.  (BNC)
　（55） a.  If it will rain tomorrow, we might as well cancel the match 
now.25 (Haegeman & Wekker 1984: 48)
 b. If you like her so much, you should invite her to tea.
 (Haegeman & Wekker 1984: 48)
 c.  If the play will be cancelled, let’s {not go/ stay home}.
 (cf. Palmer 1988: 157)
 d.  The more creative will experiment with less conventional 
architects if it will help them win planning permission. (BNC)
 e. If the death penalty will save a single life, it is justified.  (BNC) 
 f.  Equally, if the patient may be comforted by the doctor’s conduct, 
then the doctor is under a duty to act, ....  (BNC)
 g. If anyone may speak with confidence, it is Mr Otsason.  (BNC)
 h.  If there must be a parting, Britain would continue to honour 






















　（56） a.  If it {??will/*may/*must} rain tomorrow, the match will be 
cancelled.
 b. If I {*will/*may/??must} drink too much wine, I get dizzy.
 c.  If I {*will/*may/?must} catch the 11:30 train, I will get to the 








　（57） a. It is if it rains tomorrow that the match will be cancelled.
 b. It is if I drink too much wine that I get dizzy.
 c.  It is if I catch the 11:30 train that I will get to the meeting on 
time.
　（58） a.  *It is if it will rain tomorrow that we might as well cancel the 
match now.
 b. *It is if you like her so much that you should invite her to tea.26
 c.  *It is if there must be a parting that Britain would continue to 





4.1.2.　2 種類の if 節の時制現象の分析
　以上の観察から，英語の if 節には意味的に不完全な節と意味的に自己完結








うか。ここで，2 種類の if 節の言語環境的相違が大いに関係してくる。まず，
意味的に不完全な if 節から見ていく。3.2 節の図式（35）が示すように，意味
的に不完全な節は意味的に自己完結した節の命題領域内に組み込まれ，前者
の状況を測るための状況視点は後者の出来事時におかれるのであった（原理
（44））。例えば，（54a）の If it rains tomorrow, the match will be cancelled
で考えると，その意味領域の因数分解は，図式（35）の観点から，次のよう
に表される。




命題領域（下付き P1）内の出来事時である be の出来事時となる。上述の原理
（44）により，if 節状況を測るための状況視点がこの be の出来事時におかれ
るからである。この場合，状況視点がおかれる可能性のある主節の命題領域内
の出来事時は be と過去分詞 cancelled の 2 つであるが，ここでもデフォルト
原理が働いていると仮定する。すなわち，特別な事情がない限り，従属節を測
るための状況視点はより上位の概念に属する動詞の出来事時におかれると考え




以上から，rains の出来事時は基準時である be の出来事時から見た「直前性」（先
行関係の一種）もしくは「同時性」ということになる。
　（54b）の If I drink too much wine, I get dizzy の場合は，主節の話者態度
領域要素は「断定」のモダリティである。したがって，この例を（35）の観
点から図式化すると，（60）のように表される。
　（60）（[SA1 ø ] （[P1 I get dizzy] + [P2 I drink too much wine]））
Ø はゼロ要素を表し，ここでは同じ節（下付き 1 が示す主節）内の（非モダルの）
定形動詞に「断定」のモダリティが伴うことを示す。原理（44）により，if 節





　次に，意味的に自己完結した if 節を考察する。27 この if 節は，話者態度領
域要素を含むため，自らで 1 つの独立した発話を形成するのであった。した
がって，（55a）の If it will rain tomorrow, we might as well cancel the match 
now の場合，if 節の意味領域の因数分解は以下のように図式化できる。














上，原形不定詞 rain の出来事時を測る状況視点は will の出来事時におかれ，
これが基準時となる。未来時を表す副詞類 tomorrow があるため，この原形不
定詞の出来事時は未来時に当てはまることになり，will の出来事時から見た後
続性を表すことになる。一方の主節 we might as well cancel the match now
では，現在時を表す副詞類 now があるため，if 節と同様のプロセスを経た結





の If you like her so much, you should invite her to tea においても，同様の
分析が可能である。この if 節の意味領域の因数分解を図式化すると，（62）に
なる。
　（62）（[SA2  ø ] （[P2 you like her so much]））






　以上，本稿の枠組みにおける，英語の 2 種類の if 節の時制解釈のメカニズ





「ト」の 4 種類があるといわれる（益岡・田窪 1992，益岡 1997）。それぞれ
の実例を以下に挙げる（下線部は筆者による）。28
　（63） a.  その明るい声を聞き，その暖かい手を取ってさえいれば，不安は
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容易に消え去って行くだろう。 （福永武彦『草の花』p.182）
 b.  「いや，考えてみたら，ぼくがもしあなたと結婚したら，辻口はぼ
くよりも，もっと参るんじゃないかと思う。・・・」
（三浦綾子『続・氷点』p.362）
 c.  もう一度生まれることがあるなら，またお母さんの子供に生まれ
てきたいです。出来るなら，今度は女の子として，一生，お母さ
んと暮らしたいです。 （百田尚樹『永遠のゼロ』p.541）







　（64） a.  土手にのぼると，見本林の東に十勝岳が見えた。
（三浦綾子『続・氷点』p.338）




































　（65） a.  いつ命が果てるかもしれない { なら /*（た）ら }，毎日を全力で生
きよう。
 b.  どうせもう一度やり直さなければならない { なら /*（た）ら }，き
れいに仕上げよう。




　（66） a. 僕が嬉しいのは，君が来てくれ { たら /# たなら } だ。
 b.  僕が自分の精神を保証できないのは，ぎりぎりになっ { たら /# た
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なら } だ。
 c.  徹が結婚話を持ち出すにちがいないのは，十勝岳にスキーに行っ




込まれ，「[ 君が来てくれたら，僕は嬉しい ] のだ」のように表しうるので，本
稿のいう「意味的に不完全な節」の図式（35）に対応している。[ 君が来てく



















もなく，ねむの葉蔭に新床を持つことが出来 { るならば /* たらば }。
このように苦しむこともなく，もっと自然に，もっと素直に，僕等が





















 c. お母さんに知れたら怒られるかな？ （福永武彦『草の花』p.206）
 d. そして召集が来たら，屠殺されるのを待っているだけだ。
 （福永武彦『草の花』p.228）
 e.  「・・・北原のことを思ったら，ぼくは何ともいえない。北原は陽
子のために，片足を失ったんだからなあ」
 （三浦綾子『続・氷点』p.390）
 f.  「陽子が結婚したら，ぼくは留学するよ。ドイツでもアメリカでも，
どこでもいい」 （三浦綾子『続・氷点』p.391）

























　（71） a.  たとえなんで死んだにせよ，とにかくこの十数年間を生きつづけ
たのなら，もはや彼女の死はおれの責任とはいえない。
（山川方夫『夏の葬列』p.13）









 e.  僕だって，もし君の沢田先生とやらが，この戦争に反対して立ち
上がったのなら，悦んでその人の味方になるよ。
 （福永武彦『草の花』p.229）
 f.  「もし，我々が，この人類文明の危機を，真に救済しようとするな
らば，新しい世界観を確立しなければならない。・・・」
 （中村真一郎『回転木馬』p.151）












　（72） （[SA2  ø ] （[P2 とにかくこの十数年間を生きつづけた（の）]））










　（73） a.  病院のミスで殺されたかもしれないなら解剖なんかしなきゃよ
かった。 （Google）
 b.  結果が確実でなくても，除去することにより改善されるかもしれ
ないなら，早いほうがいいですよね。 （Google）
 c.  家を買うべきか，そして，買うべきならどのタイミングがいいの
かが知りたいです。 （Google）
 d.  迷うようなら，声優になるのを諦めたほうがよいでしょうか。
 （Google）
















































　（74） a.    Elaine appeared at the entrance of the porch wearing a neat 
brown dress. She was carrying a green coat over one of her 
arms and reaching up trying to adjust a small gold earring.
    ‘Hello,’ she said.
     ‘Hello,’ Benjamin said. He glanced at her, then back down at 
the ﬂoor. （C. Webb, The Graduate, p.95）
 b.    From the lower face of the cliff came an abrupt sound like 
the ﬂapping of wings. He grabbed the lamp and rushed out. 
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A package wrapped in matting was lying in the sand. There 
was not a sign of anyone around. He shouted in a loud voice. 
There was no answer at all. With eager curiosity he snatched 
away the rope fastened around the matting....  
 （K. Abe, The Woman in the Dunes, p.113）




    「しばらく」笑顔をうかべながらエレインが言った。
     「やあ」ベンジャミンはそう言いながら，ちらっと彼女を見や
ると，その視線を床に落としてしまった。
 （C. ウエッブ『卒業』p.173）















































　　　　（i） a.  学校のクラスのお友達と一緒に来たから，八時までにお茶の水の駅
まで帰らなくちゃ。 （福永武彦『草の花』p.206）
  b. 彼女はもう死んだから，この件には関係ない。
  c.  汐見さんを愛しているから，あたしだってこんなに，こんなに，苦
しんでいるんじゃないの。 （福永武彦『草の花』pp.226-227）
  d.  だって千枝ちゃんは，要するに僕が兵隊に行くのが怖いから，それ
で別れようなんて考えたんだろう？ （福永武彦『草の花』p.225）
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  e. 静かだから，ここで話そう。
  f. 俺は男だから，まだいいけど。
　　　　（ii） a.  達哉が黒百合会に入ってから，陽子は月に一度ぐらいしか，出席し
ないようになった。 （三浦綾子『続・氷点』p.338）












　　　　（i） a.  Je suis sorti(e). ‘I have left.’
























　　　　（i） un garçon blond ＜男性・単数＞ / des garçons blonds ＜男性・複数＞
日英語時制現象の対照言語学的分析
－条件節を事例研究として－ 
























　　　　（i） Il pleuvra demain. （明日雨が降るだろう）
　　　　（ii） Demain, le temps sera froid et nuageux. （明日の天気は寒くて曇りだ
ろう）
　　例えば，（i）の場合，pleuvra は，時制構造の観点から定形動詞 pleuvoir ‘rain’
の語幹（pleuv-）+ 未来時制屈折辞 -ra に因数分解できる。また，（ii）の場合，
定形動詞 être ‘be’ は不規則変化動詞なので，形態統語的には融合してしまって







　　　　（iii）a.  ?Ce sera le plombier.（古風，または南仏風）













　　　　（iv）a.  ?Il pleut demain. ‘(Lit.) It rains tomorrow.’
　　　　　　 b.   ?Demain, le temps est froid et nuageux. ‘(Lit.) Tomorrow, the 
weather is cold and cloudy.’
　　　　（v） a.   Il aura deux ans demain. ‘He will be two tomorrow.’（単純未来形）
/ Il a deux ans demain. ‘He is two tomorrow.’（単純現在形）
　　　　　　 b.  Demain, ce sera dimanche. ‘(Lit.) Tomorrow, it will be Sunday.’（単


















いうところの ‘Subject of Consciousness’ に相当する概念である。また，理論的




































Probability of Occurrence / Existence）」であり，その典型的な具現形が「予
測」のモダリティであると考える。したがって，他にも，「単純未来（Simple 
Future）」を表す will や「意志未来（Volitional Future）」を表す will もある






（Statement of Future Fact）」に対応する。
　　　具体例で見てみよう。
　　　　（i）a.  John will come. 
　　　　　   b.  I {will/shall} be fifty tomorrow. （Palmer 1979: 119）

































い接近法を取り，かつ，多少とも日本語との比較のもとで，英語の if 節に will
が生じる場合と生じない場合についての考察を行っている吉良（2001）につい
ては，その主張の要点を述べ，本稿の分析との違いを示しておきたい。
















を表していないからである。例えば，If it rains tomorrow, the match will be 




　　　　（i）‘How old are you now?’ ‘Twenty. I’ll be twenty-one next week.’
 (C. Webb, The Graduate, p.25)














　　　　（i）A: It will rain tomorrow.
　　　　　   B: ?If it will rain tomorrow, we might as well cancel the match now.
　　この判断結果は，田中（1998: 27）が（ii）のような同種の例文を用いてインフォー
マント調査をした結果とも合致する。




発しているのである。（iB）の if 節中の will でいえば，A の「予測」のモダリ














　　　　　   b.  あたしこれからあと，ショパンのあの曲を聞けばいつだって，あああ
れは汐見さんと一緒に聞いた曲だって思い出すわ。
（福永武彦『草の花』p.179）














  b.  もし千枝子が来れば，僕は彼女と一緒にショパンを聞き（その演奏
会は，彼女の好きなショパンばかりの番組だった），それから別れて
汽車で立つだろう。 （福永武彦『草の花』p.240）
  c.  二人がもしそういう時間を持つとすれば，鮎太が学校へ行っている
時のこととしか考えられなかった。 （井上靖『あすなろ物語』p.33）
  d. 日本にサムライがいたとすれば―奴がそうだ。
（百田尚樹『永遠のゼロ』p.575）
  e. 何事もなければ，陽子は徹と結婚するはずだったのだ。
（三浦綾子『続・氷点』p.392）
  f.  もし，その自認に満足できないとすれば，人類は新しい世界救済の
原理を発明しなければならない。 （中村真一郎『回転木馬』p.151）













　　　　　   b.   『もし，大石少尉がこの戦争を運良く生き残ったら，お願いがあり
ます。私の家族が路頭に迷い，苦しんでいたなら，助けて欲しい』と。
（百田尚樹『永遠のゼロ』p.545）
　　　　　   c.  もし，あのとき死んでいなかったら，彼女はたしか二十八か，九だ。
（山川方夫『夏の葬列』p.12）









　　　　（ii）a.   もし馴れるとしたらこんな恐ろしいことはないんじゃないか，そう
なったら，精神の自由なんてものはもうこれっぽっちも残りはしな
い。 （福永武彦『草の花』p.210）
　　　　　    b.   けれども，私たちがいつか本当に会うとしたら，そのためにこそ，
今はお別れしなければならない。
（柴田翔『されど　われらが日々―』p.185）
　　　　　　 c.   私が今あなたを離れて行くのは，他の何のためでもない，ただあな
たと会うためなのです。そうでないとしたら，何故この手紙を書く
必要があったでしょう。 （柴田翔『されど　われらが日々―』p.187）
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